


今回の体験記は、これまでと変わり、ハッピーママがイベント等で時々お邪魔している荒井小用地仮設住宅にお住ま
いの方にインタビューする形でお聞きした内容をまとめました。１０年前にご主人を亡くされ、仙台市若林区荒浜の
ご自宅で犬のボブと一緒に暮らしていた石井禮子 ( いしいれいこ ) さん（８４才）。のんびりと穏やかに暮らしていた
生活が震災により一変しました。

　荒浜は松林の中に遊歩道があり、すごくいいところでした。元々は転勤

族でしたが、仙台に家を建てて、主人の定年後は散歩が仕事みたいな感じ

でのんびり暮らしていました。地震の後、私はまさか津波が来るとは思っ

てなかったんですが、近所の人に地割れが起きていていつもと違うから逃

げようと言われ、車に乗せてもらって犬と一緒に避難しました。自分のも

のは普段持ち歩くバッグだけ持ち、犬のものはちょうど２日前に大きい地

震がきた後に、犬を飼っている人はこういうのを備えておいた方がいいと

アドバイスを受けて、リュックサックにエサや水、おしっこシートなどを

準備していたのでそれを持ちました。またすぐに帰ってくると思っていた

んですよ。でも、避難した七郷小で津波が来たことを知り、後日、知り合

いに「土台しかないよ、石井さんとこは」と教えられたんです。私は実際

の津波は見ていないから、みんなの言う恐ろしさがピンとこないところが

あるんですが、でも見なくて良かったと思ってます。

　その後避難所で体調を崩し、しばらく東京の息子の所にお世話になりました。そして東京から市に連絡を取り、

去年の７月にこちらの仮設に入居しました。震災で家も家財道具も失ったけれど、一番辛かったのは、東京にい

る間、犬と離れて暮らすこと。新幹線が開通してから東京に犬を連れてきてもらいましたが、色んなことで犬に

もストレスがかかったみたいで犬も病気になりました。

　仮設での今の暮らしは、案外のん気なものです。集会所で

の催しが楽しみです。また、手作りが趣味で、支援物資でミ

シンもいただき、色んなものを作ってます。私は本当にまわ

りの人に恵まれているんです。いずれ仮設を出たら、市が建

てる集合住宅に入居したいと思ってます。

初対面の私達を仮設のお部屋に招いてくださり、犬のボブにも会わせてくれた石井さん。自分の写真は嫌がってい
たのですが、犬と一緒ならいいわよ、とツーショット写真は快諾。温厚なお人柄で、可愛らしい、素敵なおばあちゃ
んでした。石井さんとボブの様子を見て、ペットも家族の一員なんだということを私達も再確認する機会にもなり
ました。石井さん、いつまでもお元気でいてくださいね。

石井さんが手作りした
可愛いクリップを
お土産にいただきました♪
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